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昆明方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形士

樋 □ 勇 夫

0.は じめに

樋□ (2004)で は,漢語諸方言における声調とストレスアクセントとの関係を,実験音声学的手法

によって明らかにすることの一環として, 漢語北方方言 13種における単字調形と後字軽声二音節語

調形とを比較し,両者の関係を探った (1)。

本稿では,樋口 (2004)同 様,実験音声学的手法により,岩田 (199902001)の 見解に基づいて,

昆明方言における,単字調形と所謂 “重い軽声"を伴う二音節語調形とを比較し,両者の関係を探る(2)。

具体的な実験方法としては,昆明方言の音声データを音声分析ソフトで分析し(3),両者のピッチ (FO)

および音節の長さを比較する。

岩田 (1999:147-148,152-156)。 (2001:24,25-26)で は,江蘇省連雲港方言の 3種の軽声一前

者では “I類・高降・ Ⅱ類",後者では “LS(2)。 LS(3)・ LS(1)''と 呼ばれている一は,歴史的にこの

順でストレスの左移動を生じた結果で,

ストレス左移動の順 ① ② ③

後字のタイプ “right spreading" “高降" “既定値"保存

前字調類 単字調値 I類 =んS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)

陰平 214 214+5 214+41 214+1

陽平 24 21+5 21+41 24+1

人声 24 21+5 21+41 44+1

去声 45 44+5 44+41 45+1

上声 41 41+1 44+1

①は軽声の “既定値"(“低"と いう “声域特性")ま で失われてしまった “nght spreading''(前 字

上声を除く),② は“上声 (41)"と いう特定の声調の声調特性を獲得した “secondary tone",③ は“既

定値"のみ保存している, と考えている。

また,樋口 (2004)では,こ れらのほかに,「合肥・陰平」や「蘭州・陽平」の後字軽声のような,

★本稿は,名 占屋学院大学 2001年度研究奨励金による研究成果の一部である。
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地点 前字調類 単字調値 音節語調値

合肥 陰平 21 21+23

蘭州 陽平 51 51+24

“低昇"タ イプを認めた。

本稿では,以上のような見解に従って,昆明方言の所謂 “重い軽声"を観察する。

1.連続変調表

毛 (1997)か ら得られる後字軽声二音節語語例を,筆者の聴覚的記述調値によって表にまとめると,

以下の如くである。

後字が変調しないものを「後重」とし,後字が変調するものを「後軽」とする。「後軽」のうち,

後字調値が,「 33で現われるグループ」/「 21で現われるグループ」を,それぞれ「後軽 a」 /「後

軽 b」 とする。但し,後字陰平は,単字調 (33)と 同一調値で,「後重」であるか「後軽 a」 であるか

が判別できないので,以下の表では両者の間に置き,4.の表でも後字軽声の例としてカウントしない。

「数」は得られた語例数を表わす。

「陰平 +去」の「後重」,「陽平十去」の「後軽 a」 および「去十上」の「後軽 a」 は,例を得 られ

なかった。

「後軽 b」 は,後字去声の例のみ得 られた。「陽平十去」,「上十去」および「去十去」それぞれの「後

重」/「後軽 b」 は,後字調値が 212/21の違いであるが,末尾の上昇の有 り/無 しが明らかに異な

る。

2.各形式所属語彙

得られた全ての各形式所属語彙を,形式別に以下に掲げる。
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後 陰平 33 1 数 陽平 31 1 数 上 53 1数 去 212 1 数

陰平  33
後重 33+33 113 35+31 1 4 35+53  1 5
後軽 a

後軽 b

33+33 1 7 33+33 1 1 33+33

35+21

2

7

陽平  31
後重

31+33 13
31+31 1 5 31+53 1 10 31+212 1 4

後軽 a

後軽 b

31+33 1 26 31+33 1 2
31+21 1 2

上   53
後重 53+33 1 9 53+31 1 3 53+53 1 8 53+212 1 3
後軽

後軽 b

53+33 53+33 53+33
53+21

1 1
11

去   212
後重 212+33 1 6

212+31 1 6 212+53 1 9 212+212 : 2

後軽a

後軽b

212+33 2 __4?■ 鶉___|_lp_
212+21 1 1
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「陰平十陰平」 (「後重/後軽 a」 33+33)13例

星期星期大,公鳩,姻臼,耶耶叔父,公公外祖父,医生,傷民,群瞬腐子,背鍋馳背,他家他(尊称),

中同当中,相因便宜,将将剛。

「陰平十陽平」 (「後重」 35+31)4例

升雷打雷,番茄西鉦柿,瞬脚離 ,将オ剛。

「陰平+陽平」 (「後軽 a」 33+33)7例

松毛,衣裳,姑娘女核子,猪油,灯宛,今年,碕共。

「陰平十上」 (「後重」 35+53)5例

包子,花子乞ち,磨子,高首上夫,図」好正好。

「陰平+上」 (「後軽 a」 33+33)1例

掩苦。

「陰平+去」 (「後軽 a」 33+33)2例

真介,宙声。

「陰平十去」 (「後軽 b」 35+21)7例

星宿星星,泳雹,渡菜,酸酷酷,清醤醤油,速企,干浄。

「陽平十陰平」 (「後重/後軽 a」 31+33)13例

結泳,舌1ヌ,麦瓜南瓜,牙猪公猪,房同,茅厠厠所,楼梯,男児丈夫,男人,総巴缶 凋羹勺りL厨り雨,

熱乎熱,オ将剛。

「陽平+陽平」 (「後重」 31+31)5例

谷雀麻雀,麻雀,壁諷臭虫,男人丈夫,十一。

「陽平十陽平」 (「後軽 a」 31+33)26例

叔叔,娃娃,刷刷,玩玩,揺揺,舌共,指共,木共,石共,骨共,熱共太阻,明年,昨 日昨大,

指甲,極共拳夫,婆婆外祖母,婆娘妻子,慢共,熱和熱,鋤共,夢要,金食,核核,皮皮,悦悦 ,

1瀾 1困。

「陽平+上」 (「後重」 31+53)10例

麦子,茄子,自薯,房 子,日軟,泉子,鼻子,膵子,り L子,厨子厨り市。

「陽平十上」 (「後軽 a」 31+33)2例

牙歯,云彩。

「陽平十去」 (「後重」 31+212)4例

蚕豆,洋芋讐藩,礁病看病,十二。

「陽平+去」 (「後軽 b」 31+21)2例

月亮,娼如
=ぉ

「上十陰平」 (「後重/後軽 a」 53+33)9例

起風副ス,母猪,草猪母猪,母鳩,老多祖父,女嘱妻r,女人,体家体(尊称),我個,底些 ド夫。

「上十陽平」 (「後重」 53+31)3例

脳売共, 脳 |｀ ヨ額共, 女人封。

「上十陽平」 (「後軽 a」 53+33)1例

老婆妻子。
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社内1聰,老鼠,左手,姉姉叔母,早点早坂,保拇,以首里而,丙里。

「上十上」 (「後軽 a」 53+33)12例

耳朱,姐姐,胆子,毯子,信子,佼子,第子,秋子,剪子,起 子,誨子湖泊,知子。

「上十去」 (「後重」 53+212)3例

早仮午仮,晩仮,卵祥ィ|ム。

「上十去」 (「後軽 a」 53+33)1例

底下。

「上十去」 (「後軽 b」 53+21)1例

明16イ 准`,螂 ↑。

「去+陰平」 (「後重/後軽 a」 212+33)6例

太 明 脱 ,大 多 伯父,外 公 外組父,舅 グ 1与 14的丹尋,舅 耶 揚場的弟弟,舅 娼 舅母。

「去十陽平」 (「後重」 212+31)6例

太阻,下雪,タト婆外祖母,醤油,二十,第 ‐。

「去+陽平」 (「後軽 a」 212+33)2例

去年,仕満 虜。

「去十上」 (「後重」 212+53)9例

下雨,右手,舅母,病了,自 己,上首 は,下首 ド共,タト首外面,二両。

「去+去」 (「後重」 212+212)2例

嬰意故意,第二。

「去+去」 (「後軽 a」 212+33)10例

t己性,妹妹,舅 舅,斑洲,看看,掛掛,架架,蓋蓋,帝帯,洞洞。

「去+去」 (「後軽 b」 212+21)1例

那今。

得られた例を見る限り,所属語彙には以下の如き傾向がある :

1.動賓構造の語彙は,全て「後重」乃至「後重/後軽 a」 (後字調値=各単字調調値)に属してい

る。

2.重ね型の語彙は,上声以外では全て「後軽 a」 乃至「後重/後軽 a」 (後字調値 33)に属してい

るが,上声では「後重」 (後字調値 53)に属す例と「後軽 a」 (後字調値 33)に属す例とがある。

3.接尾辞 ``r''は ,前字上声以外では (前字去声の例は得られなかった)全て「後重」(後字調

値 53)に属しているが,前字上声では「後軽 a」 (後字調値 33)に属している。

4.接尾辞 “共''は ,全て (前字上声および去声の例は得られなかった)「後軽 a」 (後字調値 33)

に属している。

-10-



昆明方言における単字調および “軽声"を伴 う二音節語の調形

3.各形式の例

音声分析画面に表示した各形式の例を,以下に掲げる。陰平・陽平・上 。去は,そ れぞれ① o②・

③・④で表わす。音声記述のうち,調値は筆者の聴覚的記述調値,それ以外は毛(1997)に よる。

単字① “疸" ①+①(後重/後軽D“公公"
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―‐́

_■ _」_壼■」

臨 戯

①+②(後軽a)“ r々 共"[ 33
t`。 u31①+②(後重)“升雷打雷" luci31

_,1"__■ _」 |_=1_|`・ “
,…Ⅲ国¨

llノ、33①+③(後軽a)“掩苦''

:、家 ‐

_)」_:``卜 、_.o。 資

①+③(後重)“包子"
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④+③(後重)“上首L共 '' ④+④(後重)“第 1''

4.分析結果

本稿では,韻母部分をその音節の長さとして測定した。

音響分析による調値は,石 (1994:114)に 従って,ま ず,各声調の始点 。中点・終点の周波数 (F

O)各平均値を次の公式に代入して算出し,

x― b  ¨

「
『

XЭ

a=全声調平均の最高周波数。

b=全声調平均の最低周波数。

x=各声調平均の各点における周波数。

次に,得 られた数値の 0～ 1の間を 1, 1～ 2の 間を 2, 2～ 3の 間を 3, 3～ 4の間を 4, 4～ 5

の間を 5, とそれぞれし, 3桁 で表わした。

音節の絶対的な長さは捨象 した。前字に対する後字の相対的な長さを「後字/前字」 により算出

し,前字の長さを 1と して後字の長さを図示した。 但し, 後字の方が長い場合は, 後字の長さを 1

として,前字の方を短く図示している。

調類名の後の a,bな どは,そ の単字調類を前字とする後字軽声二音節語が,複数通りの調値を取

る場合を示す。
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「昆明・陰平 b」 1形式は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調しているので, これ

については,前字十後字の調形についてのみ,そ の他の場合に当てはめて述べる (4)。

以下では, 0で見た後字軽声の各タイプ,“Right ttpreading''タ イプ, “高降 (High Ealling)''

タイプ,“低昇 (IЮw Rising)''タ イプ, “既定値 (⊇eねult Value)''保存タイプ,を それぞれ“S", “F",

“R", “D"と する。

タイブ

調類  /語
例数

調値 。調形 上ヒ
cl記述調値

上:『音梢』/下:筆者

単字 蔵if宇1 後字 衡 前 単 前 1 後

陰平a S几 444 平 343 平 333   中平 1.44 44 44  1  44

10

← ◆→

ー
← ◆→

33 33 33

陰平b  D 444 平 345 昇  1 421 降 0.79 44 44 1212

7

← ◆ →
」ら

/▼

33 35121

陽平a  L 431    降 432 降 333   中平 1.45 31 31144
28

ヽ ケ
´◆ →

31 31133

陽平b S/D 431 降 332 降 221   低降 0.77 31 31 1212

2

ヽ
ヽ

31 31121

La   L 551 降 554 降 333   中平 1.3 53 53144
14

0″
‐ヽ

し
← ◆→

53 53 33
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後字調形が “中平"である「陰平 a」 ,「陽平 a」 ,「上 a」 ,「去 a」 4形式は, “中平 (Mid Level)"

タイプー略して “L"タ イプーという範疇を新たに立て,そ こに属させることができよう。但 し, こ

れらのうち「陰平 a」 ,「去 a」 2形式は,Sタ イプとも解釈できる。

後字調形が “降～低降"である「陰平 b」 ,「陽平 b」 ,「上 b」 ,「去 b」 4形式は,Dタ イプである。

但し, これらのうち「陽平 b」 ,「上 b」 2形式は,Sタ イプとも解釈できる。また,「陰平 b」 1形式

は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調している。

長さに関しては,L(乃至 S几)タ イプのものは,後字の方が前字より長く,D(乃至 S/D)タ イプ

のものは,後字が前字と同じぐらいの長さか,やや短い。

得られた語例数は,単字各声調ともL(乃至 S几)タ イプの方が D(乃至 S/D)タ イプより圧倒的

に多い (前字陰平を除く)。

後字調形が “降～低降"であり,且つ,長さも前字より短めであるD(乃至 S/D)タ イプは,後字

去声にしか現われない。これは,“既定値"(“低"と いう “声域特性")に近い調値 (212)を取る去

声においては,“既定値"が保存され易かったためではなかろうか。

今回は既製のカセットテープという限られた条件および数量のデータを分析することしかできな

かったので,得られなかった形式を含め,今後データを増やす必要がある。また,昆明だけでなく,

他の西南官話方言についても調べてみるべきであろう。
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注

(1)扱 った13種は以下の如くである :北京。吟爾浜・合肥・済南・蘭州・南京 。青島・天津・烏魯木斉・武漢・西安 。

銀川・鄭州。

(2)記述資料 (毛 1997)で は “軽声"と はしていないが,二音節語の前字が決まると,そ の後字が,元の声調に関わら

ず中和されて,同一の調値を取るものを,本稿では軽声として扱う。

(3)音声データとしては「現代浜活方吉音庫」(侯精―主編,上海教育出版社)『音梢』付属カセットテープの音声を,

また,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 for Windows」 (東京大学医学部音声言語研究施設,デイテル株式会社)

を,それぞれ用いた。

(4)石 (1988:101)参照。「前字単字凋和経声悟音同不直接友生美系的,如北京 L声和 “老虎"135+2〕 癸経声悟

音同、安庚人声和経声悟音t司 ,ス」只考慮其変調t周値限軽声后字在音高 卜的美系,不追究其本凋和変調之同的演

変道程,所以,北京 “老虎"速祥的経声活音〕司就可以旧人旧平升共的経声活音)司 来逃行付ぬ。」
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